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１ はじめに 

本校は現在、各学年普通科３クラス、家庭科１クラスを有す

る高校である。普通科では、２年次より各自の進路希望により

３つのコース(類型)に分かれる。私が今年度受け持っている１年

１組(習熟度高クラス)、２年３組(進学選抜クラス)の受講者は四

年制大学進学を考えている生徒が多い。授業には大変真面目に

取り組んでいるが、数学が苦手と感じている生徒もいる。そこ

で、授業の中で「生徒の問題作成」を取り入れることによる効

果について、研究を行った。 

 

２ 研究の目標 

(1) 問題解決力を高める。 

(2) 学習意欲の向上と学習内容の理解の深化。 

(3) 創造性を伸ばす。 

 

３ 研究の方法および内容 

澤田利夫によれば「問題作り」とは、与えられた一つの問題(原

題)から出発し、その問題の構成要素を類似なものや一般的なも

のに置き換えるなどして新しい問題を作り、子ども自ら解決し

ようとする主体的な学習活動である。これをもとに本研究の問

題作成の過程を整理すると次(図１)のようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 研究の方法 

 次のように問題作りを伴う授業を計画した。 

 ア 実施年月 

  平成26年５月～平成26年11月末 

 イ 対象生徒 

  １年１組40名、２年３組20名 

 

 ウ 実施計画 

(ｱ) 課題の形で、数学ⅠAⅡB の範囲における問題作り

を行う。教科書や問題集、模試の過去問を原題として

考察する。問題が完成したら、別解を含め解法を考え

る。 

(ｲ) 作成された問題を全体の課題とし、次の授業で出題

者による解説を行う。 

(ｳ) 問題に対する感想や意見を記入する。 

     問題が作成された時点(解説も含む)で、全体の課題と 

していたので、その時に授業で行っている分野の場合

もあるし、過去に行った分野の場合もある。 

(2) 作成された主な問題 

 実際に生徒が作成した問題を掲載する。 

 ア 図形と計量 

【問題】 

 

【解説】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ １次不等式 

【問題】 

 

  【解説】 

 

 

 

 

 

 ウ 場合の数 

  【問題】 

 



 

  【解説】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 図形と方程式 

 【問題】 

 

出題者は、当初は      のつもりだったが、２乗を

書き忘れて上記の問題となった。出題者は「２乗を付け加え

ていいですか」と言ってきたが、解ける問題なので、このま

まの形にした。 

【解説】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ 高次方程式 

 【問題】 

 

 

 

【解説】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 感想 

 問題作成の授業が一通り終わった後、感想を記入させた。 

 ・考える時間が圧倒的に増えた。 

  ・問題を見た時に、類似問題を過去に解いていないか調べ

る癖がついた。 

  ・自分が作成した問題が週明けテストに出題されたので嬉

しかった。 

  ・良い復習になった。 

  ・作成した問題に不備があった時に、なぜなのかというこ

とを考えているうちに、内容を整理して考える力がつい

たと思う。 

  ・授業の進度が他のクラスと比べて遅いので、テスト前に

困る。 

  ・計画的に作成しないと、後々しんどくなって、問題作成

がいい加減になってしまう。 

 

４ まとめと今後の課題 

問題作成を通して、生徒は達成感や解決意欲を持って取り組

めていたように思う。生徒間のコミュニケーションも増え、休

み時間や放課後等で問題について議論する場面が見られた。最

初は積極的ではなかった生徒も他の生徒が問題を完成させてい

くにつれて、少しずつ作成に取りかかっていた。出題者による

解説時にこちらが投げかけなくても自然に質問する場面が増え

てきた。また、この取組を行ってからは生徒が積極的に質問に

来るようになり、授業での集中力も増したように思う。取組が

終わってからも、その状態が続くように促していきたいと思う。 

課題としては、授業進度を考慮した問題作成の授業運営や、

作成された問題に対する評価、実施方法などが挙げられる。今

後、生徒の学力向上に繋がるような指導法を研究し、実践して

いきたい。 
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